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◇
心
を
こ
め
た
手
作
り
の
「
お
も
て
な
し
」
◇

　

来
場
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
と
、
県
老
連
女
性
委
員
会

は
市
町
の
女
性
委
員
有
志
と
と
も
に
、

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
こ
め
て
「
帽

子
の
マ
ス
コ
ッ
ト
」
３
５
０
個
を
手

作
り
し
、
会
場
で
配
り
し
ま
し
た
。

◇
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
◇

　

下
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
は
ス
テ
ー
ジ
の
準
備
、

駐
車
場
で
の
誘
導
や
ス
テ
ー
ジ
運
営
な
ど
、
お
い
で
ま
せ
！

シ
ニ
ア
隊
の
皆
様
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
受
付
、
ス
テ
ー

ジ
運
営
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
御
活
躍
い
だ

き
ま
し
た
。

◇
次
回
開
催
は
…
◇

　

平
成
30
年
度
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
「
文
化
活

動
交
流
会
in
萩
」
は
、
平
成
30
年
10
月
20
日
㈯
に
萩
市
民
館

で
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
御
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
。」「
老
連
の
活
動
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。」「
緻

密
な
伝
統
工
芸
に
関
心
し
た
。」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
が
、
11

月
14
日
㈫
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
（
下
松
市
文
化
会
館
）

に
お
い
て
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
貢
献

活
動
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
た
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

◇
開
会
式
◇

　

下
松
市
老
連 

六
反
弘
道
会
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
開
会
し
、

県
健
康
福
祉
部 

岡
紳
爾
部
長
、
県
老
連 
西
川
三
代
子
会
長

の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
開
催
地
で
あ
る
下
松
市
の
國
井
益

雄
市
長
、
下
松
市
議
会　

浅
本
正
孝
議
長
よ
り
御
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
◇

　

開
会
式
後
の
午
前
11
時
か
ら
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

開
幕
。
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
マ
ジ
ッ
ク

や
日
本
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
16
団
体
が
出
演
し
、
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
観

覧
さ
れ
た
方
か
ら
「
お
年
を

重
ね
ら
れ
て
も
、
と
て
も
輝
い
て
い

た
。」「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」「
ど

の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
、
い
き
い
き

と
さ
れ
て
い
た
。」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
き
、
出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
元

気
と
パ
ワ
ー
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
文
化
活
動
交
流
会
in
下
松
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
７
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）

◇出演団体一覧◇
市町名 出演団体 出演内容

宇部市

小羽山銭太鼓 銭太鼓演奏

スズカ健康教室 ジャズダンス

「伝統・復活」民踊教室 民踊

山口市

京枝会 舞踊

仁保長寿会 日本舞踊

老連リホームクラブ シニアリフォーム ファションショー

防府市 都山流尺八楽範山会 筝、尺八による演奏

下松市
コーラスひまわり コーラス

すみれフォークダンス レクダンス ほか

光　市 マジシャン“Mr. Joker Hide”マジック

周南市

アポロ　ハワイアンズ スチールギター中心のバンド演奏

グレーハーモニー コーラス

コール永源 コーラス

周南市老連　女性委員会 民謡フォークダンス

フォーク　ゆめ風車 フォークダンス　レクダンス

県老連 YOB（県老連　女性委員会）いきいきクラブ体操

◇
展
示
ブ
ー
ス
◇

　

写
真
26
点
、
下
松
市
老
連
は
「
市
老
連
運
動
会
」
な
ど
活

動
写
真
と
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
の
竹
細
工
、
宇
部
市
老

連
は
地
区
老
連
の
活
動
写
真
を
作
品
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

作
品
を
鑑
賞
さ
れ
た
方
か
ら「
躍
動
感
の
あ
る
作
品
な
ど
、
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実践モデルクラブの活動紹介
平成29年度 シニア活躍！ 地域支援担い手育成事業

〜これまでの老人クラブ活動を新地域支援事業に活かそう〜
　地域支援担い手育成事業では、老人クラブがこれまで取り組んできた友愛活動を活かして、新地
域支援事業で求められている※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参画す
ることを目標としています。
　今回は、平成29年度にモデル指定した５地区の取組のうち、２地区の取組を御紹介します。

※新地域支援事業で求められる「介護予防・生活支援サービス」の具体例
「多様な通いの場」
●交流サロン・喫茶室　●趣味サークル　●健康教室　●介護予防教室　など

「多様な生活支援」
●声かけ　●安否確認（電話訪問）　●見守り　●話し相手　●付添い（通院・買物・墓参・サロンやクラブ活動場所などへの同行）
●軽作業（電球・電池交換、重量物や高所物の移動、雑草刈り、簡単な家の補修　など）　●家事手伝い（掃除、窓拭き、ごみ出し、
布団干し　など）　●買い物や諸手続き代行　●配食　　など

《
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
》

Ａ 

実
施
体
制

　

佐
々
並
地
区
で
生
活
す
る
人
が
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
や
手
助
け
が
必
要
な
と

き
に
、
佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
が
「
お
て
ご
（
お
手
伝

い
）
す
る
人
」
と
な
り
、
手
助
け
に
行
く
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

　

お
た
す
け
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
30
分
５
０
０
円
と
し

て
お
り
、
家
事
（
ご
み
の
搬
出
、
窓
拭
き
な
ど
）
や
外
・

力
仕
事
（
草
刈
り
、
食
器
棚
の
移
動
な
ど
）
の
お
て
ご

を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
手
助
け
の
対
象
者
は
、
佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会

員
限
定
と
し
て
お
ら
ず
、
佐
々
並
地
区
全
体
を
対
象
と

し
て
い
る
。

Ｂ 

メ
ン
バ
ー

　

佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
の
有
志
（
15
人
）
を
「
お
て

ご
す
る
人
」
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
員
以
外
で
も
、
住
民
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
２
人
）
を
「
お
て
ご
す
る
人
」
と
し
て
登
録
し
て

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
（
会
員
数
１
２
４
人
）

困
っ
て
い
る
方
へ
の
お
た
す
け
マ
ン
！

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」
の
取
組

い
る
。

Ｃ 

実
施
方
法

①�　

手
助
け
が
必
要
な
人
が
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）
へ
相
談
す
る
。

②�　

佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
が
事
前
に
現
地
に
下
見
に

行
き
、
相
談
者
と
面
接
。
場
所
・
時
間
の
確
認
。

③�　

佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
が
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
事
務

局
へ
②
の
状
況
を
報
告
。

④　

現
地
に
て
佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
が
作
業
を
実
施
。

⑤�　

作
業
後
、
実
施
内
容
を
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
事
務
局

へ
報
告
し
、
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
事
務
局
よ
り
利
用
料

の
徴
収
を
行
う
。

⑥�　

佐
々
並
寿
ク
ラ
ブ
会
員
（
作
業
し
た
方
）
へ
利
用

料
を
手
渡
す
。

Ｄ 

頻
度
・
実
績

　

随
時
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
て
受
付
を
行
っ
て

い
る
。

　

平
成
29
年
度
実
績
（
１
月
時
点
）
：
21
件
（
草
刈
り
、

窓
拭
き
、
網
戸
張
替
え
、
ご
み
搬
出
な
ど
）

《
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果
》

⑴�　

佐
々
並
地
区
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
け
ど
、

解
決
で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
（
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
対
応
で
き
な
い
こ
と
）
を
、
把
握
で
き
た
こ
と

⑵�　

把
握
で
き
た
こ
と
に
、
手
を
か
し
て
や
る
ぞ
！
と

い
う
声
が
で
て
き
た
こ
と

シリーズ1
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残
り
の
３
地
区
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
次
号
で

紹
介
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
組
は
県
老

連
作
成
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
地
域
支
え

合
い
活
動
事
例
集
」
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
モ

デ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
組
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
県
老
連
事
務
局
に
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑶�　

手
を
か
し
て
や
る
ぞ
！
と
い
う
人
が
何
人
も
い
て

く
れ
た
こ
と

⑷�　

住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」を
無
理
な
く
結
成
で
き
た
こ
と
。

お
た
す
け
ク
ラ
ブ
の
取
組
は
新
地
域
支
援
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
も
手
助
け
す

る
人
も
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

⑸�　

困
っ
た
こ
と
は
、
相
談
し
、
み
ん
な
で
考
え
、
話

し
合
い
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
体
制
が
あ
る
こ
と

　

�　

こ
れ
ら
、
一
連
の
流
れ
は
、「
一
人
の
困
り
ご
と

を
な
ん
と
か
し
よ
う
！
」
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
か

ら
進
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

《
活
動
の
具
体
的
内
容
》

　

週
２
回
、
小
羽
山
４
区
集
会
所
に
て
地
域
住
民
の
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
「
ど
ん
ぐ
り
山
の
会

（
ご
近
所
サ
ロ
ン
）」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

サ
ロ
ン
の
運
営
や
企
画
は
、６
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ

て
お
り
、
内
４
人
が
小
羽
山
第
二
親
寿
会
の
会
員
、
２

人
が
会
員
以
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

脳
ト
レ
、
健
康
体
操
、
ヨ
ガ
及
び
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
内
容
に
も
よ

る
が
、
１
回
の
参
加
者
は
お
よ
そ
20
人
。
親
寿
会
の
会

員
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
可
能
と
し
て
い
る
。

《
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果
》

　

参
加
者
同
士
の
顔
な
じ
み
の
関
係
性
。
ま
た
、
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
来
る
わ

け
で
は
な
い
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
参
加
す
る
、
と

い
う
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
幅
が
ひ
ろ
い
サ
ロ
ン
で
あ

る
と
思
う
。

おたすけ活動の様子

人気のゲームで盛り上がります

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

小
羽
山
第
二
親
寿
会
（
会
員
数
76
人
）

週
に
２
回
実
施
！
誰
も
が
気
軽
に
集
え

る
サ
ロ
ン
「
ど
ん
ぐ
り
山
」
の
開
催
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仲
間
と
絆
を
深
め
地
域
で
活
躍
！

�
シ
ニ
ア
社
会
貢
献
活
動
推
進
事
業　

モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
の
実
践
報
告

〜
子
供
た
ち
を
育
む
心
豊
か
な
地
域
の
た
め
に
、老
人
ク
ラ
ブ
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。〜

　

シ
ニ
ア
社
会
貢
献
活
動
推
進
事
業
は
、
平
成
27
年
10
月
に

行
わ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
大
会
」
を
契
機
と
す
る
、

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
へ
の
関
心
や
社
会
参
加
意
識

の
高
ま
り
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
中

心
と
す
る
地
域
の
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
活
力
を
生
か
す

場
づ
く
り
、
機
会
づ
く
り
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
社
会
貢
献
活
動
や
世
代
間
交
流
の
取
組
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
本
事
業
で
平
成
29
年
度
に
モ
デ
ル
指
定
し
た
４

地
区
の
取
組
の
う
ち
、
２
地
区
の
取
組
を
御
紹
介
し
ま
す
。

①
岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

本
郷
支
部　

波
野
白
峯
会
（
会
員
数
26
人
）

具
体
的
な
活
動
内
容

休
校
マ
ル
シ
ェ
＠
奥
岩
国
ほ
ん
ご
う

＊
日
時
／
平
成
29
年
11
月
18
日
㈯　

10
：
00
〜
15
：
00

＊
場
所
／
旧
波
野
小
学
校

＊
内
容
／�

休
校
と
な
っ
て
い
る
波
野
小
学
校
校
舎
を
活
用

し
、
広
島
県
・
山
口
県
内
か
ら
の
集
客
を
図
り
、

本
郷
町
の
良
さ
を
各
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
通
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
本
郷
町
の
活
性
化
並

び
に
文
化
伝
承
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
内
容
】

１　

骨
董
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
（
再
利
用
可
能
な
農
機
具
、
家
具
、
着
物
等
の
販
売
）

２　

竹
お
も
ち
ゃ
作
り

　
　

�（
文
化
伝
承
と
し
て
、
子
ど
も
に
竹
と
ん
ぼ
等
の
工
作

体
験
を
行
う
）

３　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
　

�（
商
工
会
と
協
同
し
、
本
郷
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

特
産
品
に
触
れ
る
）

４　

食
の
ブ
ー
ス

　
　

�（
本
郷
産
の
野
菜
の
販
売
、
本
郷
産
米
・
野
菜
を
用
い

た
カ
レ
ー
を
低
価
格
で
販
売
）

５　

託
児
の
ブ
ー
ス

　
　

�（
本
郷
町
の
母
子
保
健
推
進
員
が
参
加
者
の
未
就
学
児

を
見
守
り
、
３
世
代
交
流
を
図
る
）

＊
当
日
来
客
数
／
２
０
０
人
程

　

�　

本
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
等
を
行
な
う
実
行
委
員
会

の
委
員
長
と
し
て
、
波
野
白
峯
会
（
単
位
ク
ラ
ブ
）
の
会

長
が
着
任
。

　

�　

平
成
23
年
に
休
校
と
な
っ
た
波
野
小
学
校
の
管
理
（
花

壇
の
整
備
や
校
舎
内
の
掃
除
等
）を
波
野
白
峯
会
が
行
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
会
長
指
揮
の
下
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
・
企
画
・
運
営
か
ら
後
片
付
け
ま
で
多
く
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
が
協
力
し
た
。

活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

＊�

会
員
の
中
で
、

今
ま
で
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
参

加
し
な
か
っ
た

人
が
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
活
動

に
は
参
加
し
て

く
れ
た
。ま
た
、

「
足
が
悪
い
け

ど
、
行
く
だ
け

は
行
く
」
と

言
っ
て
、
会
場

の
掃
除
や
草
取

り
、
片
付
け
等

を
手
伝
っ
て
く

れ
る
会
員
も
い
た
。

　

�
�　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
会
員
が
主
体
的
に
活
動
に
参

加
す
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
老
人
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て
大
変
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

＊�　

波
野
白
峯
会
が
主
体
と
な
り
、
年
に
１
回
波
野
地
区
の

運
動
会
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
の
集
ま
り
で

「
老
人
ク
ラ
ブ
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
」、
と
い
う
こ 託児のブースの様子



─ 5 ─

と
を
ま
と
め
て

出
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
取
組

の
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
か
、
地

域
で
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を

手
伝
っ
て
く
れ

る
、
応
援
し
て

く
れ
る
人
」
が

増
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
る
。

　

�
�　

今
回
の
イ

ベ
ン
ト
の
開

催
も
含
め

て
、
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
活
動
の
積
み
上
げ
が
地
域
で
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
存
在
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
う
。

②
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

上
下
菊
寿
会
連
合
会
（
会
員
数
２
０
５
人
）

学
校
で
の
具
体
的
な
活
動
内
容

【
従
来
か
ら
の
主
な
取
組
】

＊�

菊
川
小
学
校
２
年
生
・
菊
川
幼
稚
園
「
ふ
れ
あ
い
会
」（
６
・

10
月
芋
植
付
・
芋
ほ
り
）

　

�
�　

芋
６
０
０
本
を
植
え
て
、収
穫
ま
で
行
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
は
１
人
２
kg
芋
を
持
っ
て
帰
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　
　

�　

最
近
は
、児
童
が
「
感
謝
の
会
」
を
催
し
て
く
れ
る
。

収
穫
し
た
芋
を
材
料
に
子
ど
も
の
発
想
な
ら
で
は
の
楽

し
い
メ
ニ
ュ
ー
（
芋
チ
ョ
コ
な
ど
）
を
作
っ
て
く
れ
た
。

＊
菊
川
中
学
校
１
年
生
「
地
域
学
習
」（
７
〜
10
月
）	

　

�
�　

生
徒
と
一
緒
に
昔
の
お
菓
子
づ
く
り
や
昔
の
お
も
ち
ゃ

づ
く
り
を
10
年
く
ら
い
前
か
ら
継
続
し
て
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
際
、
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
手
品
が
と
て
も
好

評
で
、
必
ず
地
域
学
習
の
導
入
で
行
な
っ
て
い
る
。

＊
菊
川
小
学
校
１
・
３
年
生
「
昔
の
遊
び
・
羽
釜
で
ご
飯
他
」

＊
菊
川
応
援
団
（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
の
登
録

　

�
�　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
主
に
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
知

的
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
道
徳
教
育
）
の
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
　

�　

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
登
下
校
の
見
守
り
、
校
庭
中
庭

の
花
壇
整
理
、
区
域
内
の
史
跡
巡
り
等
々
の
活
動
も
行

な
っ
て
い
る
。

今
回
の
事
業
で
の
取
組

三
世
代
交
流
事
業
（
芋
ほ
り
体
験
交
流
会
）

＊
日　

時
／
平
成
29
年
10
月
28
日
㈯　

10
：
00
〜
14
：
00

 
＊
場　

所
／
向
道
湖
福
祉
農
園

＊
参
加
者
／�
菊
川
小
学
校
生
徒
、
保
護
者
、
校
長
、
菊
小
Ｃ

Ｓ
委
員
、
下
上
菊
寿
連
合
会
、
市
老
連
関
係
者

他 
計
72
人

＊
内　

容
／�

向
道
湖
福
祉
農
園
で
栽
培
し
て
い
る「
さ
つ
ま
芋
」

の
収
穫
を
菊
川
小
１
年
生
〜
６
年
生
に
体
験
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
収
穫
し
た
芋
を
使
用
し

た
「
焼
き
芋
」
や
「
焼
き
そ
ば
」「
羽
釜
で
ご
飯
」

等
の
料
理
体
験
を
行
い
、『
生
徒
・
保
護
者
・

高
齢
者
』
の
三
世
代
交
流
を
図
っ
た
。

活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

＊�

絆
・
信
頼
・
思
い
や
り
と
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
期
待
等
々

非
常
に
素
晴
ら
し
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊�

交
流
会
当
日
は
、
台
風
22
号
の
影
響
も
あ
り
、
祈
り
も
む

な
し
く
朝
か
ら
雨
で
最
悪
の
日
に
な
っ
た
と
思
っ
た
が
、

結
果
的
に
は
“
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
”
の
通
り
、
皆
の

団
結
心
が
よ
り
深
ま
り
全
て
の
段
取
り
が
順
調
に
運
び
、

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊�

な
に
よ
り
児
童
が
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。
ま
た
、
料
理
を
食
べ
た
後
の
片
付
け
を
率
先
し
て
親

子
で
行
な
っ
て
お
り
、
大
変
感
動
し
た
。

　

残
り
の
２
地
区
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹
介

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
組
は
県
老
連
作
成
の
「
老
人

ク
ラ
ブ
と
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
連

携
活
動
事
例
集
」
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
モ
デ
ル
ク

ラ
ブ
の
取
組
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
県
老
連
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３世代交流芋掘り大会　10月28日

多くの来場者があり、各ブース大盛り上がりでした！
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こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
担
う
市
町
老
連
の

若
手
リ
ー
ダ
ー
や
会
長
等
が
集
い
、
若
手
な
ら
で
は
の

活
動
を
検
討
し
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
魅
力
ア
ッ

プ
と
情
報
発
信
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
山
口
県

老
連
主
催
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
市
町
老
連
若
手
代
表

者
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
会
議

は
、
平
成
29
年
10
月
２

日
㈪
、
山
口
県
社
会
福

祉
会
館　

大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

38
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
岩

国
市
老
連
の
佐
藤
龍
生

氏
、
続
い
て
周
南
市
老

連
の
長
藤
秀
弘
氏
に
事

例
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
県
内
の
若
手

委
員
会
の
中
で
は
比
較
的
歴
史
の
浅
い
地
域
で
す
が
、

活
動
に
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
カ
ギ

― 

「
若
手
代
表
者
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た 

―

ゴ
ル
フ
な
ど
の
趣
味
活
動
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
楽
し

く
や
り
が
い
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
、
仲
間
も
広
が
っ

て
い
る
様
子
を
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ

う
し
た
事
例
発
表

の
場
が
設
け
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
参
加
者

か
ら
は
「
魅
力
的

な
活
動
が
ク
ラ
ブ

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
気

づ
い
た
。」「
こ
れ

か
ら
の
若
手
会
員
の
活
動
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
多
く
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、
財
源
や
活

動
の
背
景
、
市
老
連
と
の
関
係
な
ど
、
会
場
か
ら
様
々

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
会
場
か
ら
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

第
２
回
の
会
議
は
４
ヵ
月
後
の
平
成
30
年
２
月
６
日

㈫
に
山
口
健
康
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
山
口

県
総
合
保
健
会
館
）

第
１
研
修
室
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
会
議

前
日
に
大
雪
警
報
が

発
表
さ
れ
、
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の

悪
天
候
で
し
た
が
、

第
１
回
を
上
回
る
41

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
宇
部
市
老
連
の
末
田
昭
男
氏
、
山
口
市
老

連
の
杉
謙
一
郎
氏
と
河
村
秀
夫
氏
か
ら
組
織
の
構
成
や

発
足
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
県
内
で
は
早
く
か
ら
若
手
委
員
会
を
設
置

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
で
、
若
手
委
員
会
の
活

動
が
市
老
連
事
業
の
推
進
や
各
サ
ー
ク
ル
の
活
性
化
に

繋
が
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。

岩国市老連　佐藤龍生氏による事例発表の様子

山口市老連杉氏、河村氏による事例発表の様子
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若
手
は
75
歳
ま
で
？

　
“
若
手
会
員
”
の
と
ら
え
方
で
は
、
ひ
と
つ
の
質
問

を
き
っ
か
け
に
会
場
全
体
を
巻
き
込
む
議
論
と
な
り
ま

し
た
。

　

宇
部
市
で
は
当
初
75
歳
以
下
と
い
う
年
齢
制
限
を
設

け
て
い
た
も
の
の
、
徐
々
に
会
員
全
体
の
年
齢
が
高
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
に
撤
廃
さ
れ
た
と
い
う

事
例
か
ら
、「
会
員
の
年
齢
構
成
は
地
域
性
が
あ
る
の
で
、

自
由
に
設
定
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。」「
安
易
に
年

齢
制
限
を
無
く
す
と
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
ら
ず
、

次
の
世
代
が
育
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。」「
や
は
り
基

準
は
必
要
だ
が
『
概
ね
75
歳
』
の
よ
う
に
遊
び
を
設
け

た
方
が
良
い
。」
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
全
体
で
一
つ
の
理
想
的
な
正
解
を
導
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
若
手

委
員
会
の
設
置
や
運
営
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
よ
う
で
、

納
得
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
会
員
増
強

　

事
例
発
表
後
は
、
多
く
の
市
町
の
参
加
者
と
情
報
交

換
で
き
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
者
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
中
、
開

始
３
分
も
せ
ず
に
笑
い
声
が
響
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の

か
情
報
交
換
し
て
い
る
と
、
自
然
と
会
員
増
強
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
も
話
が
及
び
ま
し
た
。　

　

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
は
、
い
き
な
り
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
を
勧
め
る
よ
り
も
、
趣
味
や
健
康
を
テ
ー
マ
に
し

た
活
動
に
誘
う
方
が
、
参
加
す
る
側
も
ハ
ー
ド
ル
が
低

く
メ
リ
ッ
ト
も
見
え
や
す
い
た
め
、
い
か
に
魅
力
的
な

活
動
を
展
開
で
き
る
の
か
が
重
要
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

県
老
連
の
若
手
委
員
会
設
置
に
向
け
て

　
「
若
手
委
員
会
の
設
置
と
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

市
町
老
連
の
若
手
委
員
会
設
置
や
活
性
化
の
ほ
か
、

情報交換での発表の様子

県
老
連
に
お
け
る
若
手
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

若
手
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
市
町
老
連
が
少
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
声
は
多
く
あ
る
も
の
の
、
な
か
な
か

解
決
策
が
浮
か
ば
な
い
中
、「
若
手
委
員
会
を
設
置
し

て
い
な
い
地
域
こ
そ
、
こ
の
会
議
に
会
長
や
役
員
が
参

加
さ
れ
た
方
が
、
状
況
を
共
有
で
き
て
良
い
の
で
は
な

い
か
。」
と
い
う
意
見
に
は
会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　

本
会
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
若
手
委
員
会
の
促
進

と
県
内
全
体
の
若
手
会
員
の
活
動
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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第
29
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
会　

讃　

岐　

智　

子

　

平
成
29
年
11
月
16
日
㈭
、
17
日
㈮
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
第
29
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
第
１
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー

★
基
調
報
告

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
と
発
展
に
向
け
て
」

�

（
全
老
連
事
務
局
長　

谷
野
香
氏
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
お

け
る
会
員
増
加
の
ポ
イ
ン
ト
及
び
効
果
を
あ
げ
た
取
組
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
役
割
を
担
い
、
ク
ラ
ブ
の
解
散
を

防
ご
う
。

　

女
性
会
員
は
60
％
、
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
。
女

性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
声
掛
け
で
ク
ラ
ブ
の

Ｐ
Ｒ
を
、女
性
の
情
報
力
で
会
員
増
強
運
動
に
生
か
そ
う
。

★
事
例
発
表

　
「
役
割
を
担
っ
て
、
解
散
ク
ラ
ブ
を
防
ご
う
！
」

�　

〜
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
の
役
割
と
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
〜

○
仙
台
市
老
連
副
会
長
、
女
性
部
長　
久
道
悦
子

　

�　

男
性
会
員
を
増
や
す
「
麻
雀
ク
ラ
ブ
」（
興
味
あ

る
活
動
で
居
場
所
づ
く
り
。）

　

�　

一
人
暮
ら
し
の
た
め
の
「
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

会
う
人
が
い
る
。
す
る
こ
と
が
あ
る
。」
と
い
う
居

場
所
づ
く
り
。

○
広
島
市
老
連
理
事
、
女
性
委
員
長　
木
原
和
子

　
　

女
性
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
増
や
す
た
め
の
取
組
。

　

�　

区
内
老
連
内
の
女
性
部
長
の
同
窓
会
を
再
開
し
、

親
睦
を
深
め
な
が
ら
、意
見
交
換
を
行
い
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
知
識
を
得
て
も
ら
う
こ
と
。
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
に
な
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
意
識
を
も
っ

て
も
ら
え
れ
ば
…
。

○
熊
本
県
老
連
副
会
長
、
女
性
委
員
長　
関　
祐
子

　
　

女
性
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
増
や
す
た
め
の
取
組

　

�　

各
単
老
で
女
性
活
動
を
活
発
に
し
て
、
女
性
を
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
女
性
が
表
立
っ
て
手
を
挙
げ
ら

れ
る
場
づ
く
り
。

　

�　

現
在
、
女
性
の
活
躍
を
積
極
的
に
支
援
す
る
企
業

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
７
割
が
女
性

会
員
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
多
彩
な
活
動
に
女
性
の

活
躍
が
必
携
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
は
女

性
の
力
を
認
め
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
。

◎
第
２
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー

〔
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〕

　
「
気
づ
い
て 

つ
な
ご
う
！
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
に
」の
講
義
の
後
、住
宅
の
点
検
商
法「
本

当
に
そ
の
工
事
必
要
な
の
？
」
の
詐
欺
商
法
の
寸
劇
を

見
て
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な
い
た
め
に
は
、
玄
関
を
す
ぐ
に

開
け
な
い
、
勧
誘
電
話
は
早
め
に
き
る
、
そ
の
場
で
契

約
書
に
サ
イ
ン
し
な
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
を
活
用
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

等
、
改
め
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
老
連
女
性
部
と
の
交
流
会
を
増
や
し
、
取
組
や

活
動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
け
ば
県
老
連

の
女
性
委
員
会
も

活
気
に
繋
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま

す
。
女
性
部
一
丸

と
な
っ
て
健
康
と

笑
顔
で
お
世
話
さ

せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回

は
と
て
も
良
い
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〔ワークショップ〕
「気づいて つなごう！高齢者の消費者トラブル防止のために」
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浮太鼓三方一両損

第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
in
京
都
に
参
加
し
て

光
市　

周
防
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

竹　

林　

哲　

也

　

平
成
29
年
10
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭
の
２
日
間
で
、
第
46
回

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
京
都
市
の
「
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京

都
」
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
１
６
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
山
口

県
か
ら
22
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

18
日
㈬
の
活
動
交
流
部
会
で
は

第
一
部
会　

�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
新
地
域
支
援
事
業
に
活
か
す

第
二
部
会　

組
織
的
推
進
に
よ
る
会
員
増
強
運
動
の
展
開

第
三
部
会　

演
じ
る
活
動
（
舞
台
発
表
）

が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
第
三
部
会
「
演
じ
る
活
動
」
で
参
加
者
審
査
委
員

と
し
て
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
発
表
が
あ
り
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
心
を
惹

か
れ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

奈
良
県
高
取
町
老
連
慈
友
会
と
慈
母
園
（
視
覚
障
が
い
者
50

人
）
と
の
関
わ
り
で
す
。
民
芸
・
生
け
花
・
手
芸
な
ど
10
種

類
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
演
じ
ら

れ
ま
し
た
、
大
岡
越
前
の
「
三
方
一
両
損
」
劇
の
黒
子
役
と

し
て
、
会
員
の
皆
様
方
の
献
身
的
な
心
遣
い
が
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
、
引
き
受
け
の
京
都
府
京

丹
後
市
老
連
に
よ
る
「
丹
後
七
姫
物
語
」
は
小
野
小
町
、
静

御
前
な
ど
京
の
都
の
往
時
を
思
い
起
こ
す
に
十
分
過
ぎ
る
ほ

ど
で
し
た
。
そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
も
甲
乙
つ
け
難
く
素
晴
ら
し

い
も
の
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【アトラクション】【第３部会 演じる活動】 

【式　典】

　

19
日
㈭
は
講
演
・
式
典
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、

京
都
府
八
幡
市
老
連
女
性
部
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
手
話
コ
ー

ラ
ス
「
京
の
わ
ら
べ
歌
」
で
京
都
の
町
を
楽
し
く
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
の
、
宮

津
祭
「
浮
太
鼓
」
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
囃
子
に
合
わ
せ
「
打

つ
踊
る
」
様
は
、
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
を
顕
著
に
表
し

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
後
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」「
社
会
貢
献
福
祉
活
動
」

等
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
、個
人
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、
全
老
連
会
長
表
彰
の
式
典
が
あ
り
ま

し
た
。
わ
が
周
防
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
優
良
郡
市
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
を
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
励
み
に
ま
た
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
一
行
は
、
帰
り
際
に
京
都
御
所
を
観
光
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
専
属
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
運
よ
く
出
会
い
、
そ
の

ま
ま
同
行
し
て
、
木
造
建
築
の
素
晴
ら
し
さ
、
皇
族
方
の
居

住
空
間
の
一
部
を
垣
間
見
な
が
ら
、
広
大
な
建
物
に
た
だ
茫

然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

全
国
大
会
に
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、会
場
の
雰
囲
気
、

傘
寿
、
米
寿
越
え
の
発
表
者
、
受
章
者
の
凛
と
し
た
態
度
に
、

優
れ
た
活
動
を
さ
れ
た
方
は
や
は
り
若
い
な
と
感
銘
を
う
け

ま
し
た
。
市
町
老
連
の
役
員
の
方
は
、
是
非
一
度
は
、
参
加

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
沖
縄
で
す
。

平成30年度　第47回全国老人クラブ大会
in沖縄　行程（予定）

12月3日㈪
　新山口駅⇒岩国空港⇒那覇空港⇒観光⇒
　那覇市ホテル（泊）

12月4日㈫
　ホテル⇒観光⇒全国大会参加⇒那覇市ホテル（泊）

12月5日㈬
　�ホテル⇒全国大会参加⇒那覇空港⇒岩国空港⇒

新山口駅

　沖縄大会の演じる活動に「伝統・復活」健康
民踊教室（宇部市）と仁保長寿会（山口市）が
参加します。
　会員の皆さん一緒に沖縄に行きましょう！
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第
23
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会　

会
長　

田　

中　

孝　

雄

（
平
成
29
年
度　

シ
ニ
ア
活
躍
！
地
域
支
援
担
い
手
育
成
事
業　

実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
）

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
自
治
体
の
「
新
地
域
支
援
事
業
」
に

参
画
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
が
集
い
、本
事
業
へ
の
参
画
方
法
を
研
究
、

協
議
す
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。（
参
加
者
数
１
０
１
人
）

●
事
例
発
表　

�「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取

り
組
み

第
一
事
例
：
岩
手
県
二に

の
へ戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

�

一
本
気　

哲
男　

氏

〇�　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
を
受
け
て
、
二
戸
市
老
連
と
し
て
新

地
域
支
援
事
業
に
参
画
す
る
た
め
、
二
戸
市
市
長
に
要
望
書
を

提
出
。

〇�　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
二
戸
市
か
ら
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
生
活

支
援
モ
デ
ル
事
業
」
の
委
託
を
受
け
、
補
助
金
３
０
０
、０
０
０

円
を
い
た
だ
い
た
。

〇�　

事
業
内
容
は
、
①
会
員
及
び
地
区
内
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

サ
ロ
ン
活
動　

②
会
員
及
び
地
区
内
高
齢
者
へ
の
定
期
的
な
声

か
け
。
見
守
り
訪
問
活
動
。

〇�　

平
成
29
年
度
は
市
内
11
単
位
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
て
い
る
。

　
　

⇒�　

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、「
会
員
・
地

域
の
高
齢
者
は
喜
ん
で
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」、

「
補
助
金
が
出
た
こ
と
で
開
催
費
用
や
参
加
費
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
た
、
世
話
人
の
負
担
が
減
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

第
二
事
例
：
埼
玉
県
川
越
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

友
愛
推
進
委
員
会

�

　

委
員
長　

小
松　

松
十
郎　

氏

�

理　

事　

石
田　

憲
治　
　

氏

〇�　

新
地
域
支
援
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
①
今
ま
で

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
生
か
し
て
行
え
る
、
②
行
政
や
地
域
関

係
団
体
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
、
③
地
域
の
つ
な

が
り
を
作
る
取
組
は
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
こ
と
。

〇�　

平
成
29
年
度
か
ら
行
政
の
協
議
体
（
会
議
名
：
実
務
担
当
者

会
議
）
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
は
じ
め
は
行
政
の
ど

の
部
所
が
新
地
域
支
援
事
業
の
担
当
課
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

〇�　

市
老
連
の
取
組
と
し
て
、
会
員
の
み
を
対
象
と
し
て
「
友
愛

実
践
活
動
モ
デ
ル
」（
県
老
連
委
託
）
を
実
施
。
具
体
的
に
は
老

人
ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
き
た
友
愛
活
動（
見
守
り
支
援
。
生
活
支
援
、

サ
ロ
ン
活
動
）
の
市
内
全
域
へ
の
普
及
。

〇�　

友
愛
活
動
の
市
内
全
域
へ
の
普
及
は
反
発
も
少
な
く
な
く
、

大
変
で
あ
る
が
、
友
愛
推
進
委
員
会
で
粘
り
強
く
説
得
し
、
各

単
位
ク
ラ
ブ
で
友
愛
活
動
を
本
格
実
施
し
て
い
く
流
れ
が
で
き

て
い
る
。

●
講
演　

�

一
般
財
団
法
人　

医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉
協
会

�

服
部　

真
治　

氏

〇�　

高
齢
化
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。
医
療
の
先
進
化
、
努
力
し
て

き
た
結
果
。
高
齢
者
を
支
え
る
下
の
世
代
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と

が
問
題
（
少
子
化
、
出
生
率
１
・
４
）

〇�　

今
の
70
歳
代
前
半
の
体
力
・
運
動
能
力
は
、
14
年
前
の
60
歳

代
後
半
と
同
じ
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。（
こ
の
結
果
を
基
に

老
年
学
会
で
は
、
高
齢
者
を
65
歳
で
は
な
く
、
も
っ
と
年
齢
を

引
き
上
げ
て
は
、
と
提
案
し
た
）

〇�　

高
齢
者
を
助
け
合
い
活
動
の
支
え
手
に
、
と
い
う
国
が
す
す

め
て
い
る
取
組
は
、
高
齢
者
自
身
の
メ
リ
ッ
ト
（
介
護
予
防
）

が
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
点
や
「
ふ
つ
う
の
幸
せ
」
＝
住

み
慣
れ
た
家
、
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
、

を
地
域
に
暮
ら
す
住
民
自
ら
が
お
互
い
様
の
気
持
ち
で
培
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
分
散
会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

　

参
加
者
を
５
人
の
17
グ
ル
ー
プ
に
分
散
し
、
各
老
連
の
取
り
組

み
に
関
し
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
山
形
県
、
富
山
県
、
大
分
県
、
愛
知
県
、

山
口
県
の
５
人
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。

各
県
で
は
サ
ロ
ン
を
中
心
と
し
た
友
愛
活
動
は
行
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
新
地
域
支
援
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

新
年
度
か
ら
組
織
づ
く
り
等
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
段
階
で
あ
っ
た
。

他
の
地
域
も
全
国
的
に
は
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
が
大
半

の
状
況
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　

全
て
の
日
程
が
終
了
し
、
閉
会
挨
拶
に
て
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会　

齋
藤
秀
樹
常
務
理
事
か
ら
「
新
地
域
支
援
事
業
に
焦
っ
て

取
り
組
む
必
要
は
な
い
。
地
道
に
地
域
で
汗
を
か
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
。
自
分
が
も
し
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
ど

ん
な
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
、
そ
う
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。」
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
な
ど
非

常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
年
に
１
回
程
度
は

地
方
の
役
員
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
や
予
算
措
置
を
い

た
だ
く
こ
と
も
、
リ
ー
ダ
ー
等
の
担
い
手
づ
く
り
と
し
て
有
効
な

手
段
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
31
日
・
２
月
１
日
、
東
京
都
の
全
社
協
会
議

室
に
て
、「
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
参
画
」を
テ
ー

マ
に
第
23
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
山
口
県
か
ら
は
宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

北
迫
新

町
や
す
ら
ぎ
会　

田
中
孝
雄
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
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６
月
・
11
月　

研
修
旅
行
…
…
…
…
…
…
…
…
50
〜
100
人

　

12
月　

年
末
交
歓
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90
人

　

１
月　

新
年
互
礼
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
人

社
会
貢
献
活
動

　

９
月　

社
会
奉
仕
の
日

　
　
　
　
　

…
…
…
…
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
の
実
施
で
約
２００
人

　

年
２
回　

柳
井
警
察
署
へ
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
の
贈
呈

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
人

　

11
月　

伊
保
庄
園
訪
問
演
芸
会
…
…
…
…
…
…
…
…
15
人

会
員
増
強
活
動

　

Ｐ
Ｒ
ボ
ー
ド
展
示（
な
い
ま
つ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
）

　

年
３
回　

単
位
ク
ラ
ブ
へ
活
動
Ｐ
Ｒ
紙
を
配
布

　

年
２
回　

�
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
水
平
展
開
……
40
人

単
位
ク
ラ
ブ
の
特
徴
あ
る
活
動

　

３�

世
代
交
流
会
…
注
連
飾
り
づ
く
り
、
地
区
運
動
会
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
イ
モ
堀
り
等

　

趣�

味
の
会
…
生
け
花
教
室
、
演
芸
・
音
楽
ク
ラ
ブ
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
料
理
教
室

　

ス�

ポ
ー
ツ
活
動
…
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

利�

益
を
上
げ
活
動
資
金
と
す
る

…
野
菜
を
つ
く
っ
て
道
の
駅

で
の
販
売
、
段
ボ
ー
ル
な
ど

収
集

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ 

〜
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
〜

�

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．❹　

柳
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

友
愛
活
動
を
支
え
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

柳
井
市
老
連
は
昭
和
38
年
４
月
に
設
立
さ
れ
約
50
年
を
経

過
し
て
お
り
、
会
員
減
少
な
ど
に
よ
り
活
動
転
機
の
時
期
に

さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
第
２
の
人
生
の
活
躍

の
場
と
し
、「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
担
お
う
地
域
づ
く
り
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
高
齢
者
に
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
に
す

べ
く
、
会
長
以
下
、
理
事
（
13
人
）
事
務
局
（
２
人
）
女
性

部
３
役
で
一
致
協
力
し
市
老
連
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
べ
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
活
動
は
市
内
37
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
ま
と
め
て
活

動
を
活
発
に
行
い
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
連
携
を
良
く
し
、

友
愛
活
動
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
明
る
く
楽
し
く
活
動

し
、市
老
連
活
動
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
主
な
活
動
・
特
色
あ
る
活
動
◇

　

活
動
は
大
（
50
〜
250
人
）
小
（
５
〜
15
人
）
事
業
を
合
わ

せ
て
月
平
均
６
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
主
た
る
活
動
は
次
の

と
お
り
で
す
。

健
康
増
進
活
動

　

10
月　

柳
井
市
高
齢
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
…
…
…
…
…
２３５
人

　

４
月
・
11
月　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
…
…
…
80
人

　

５
月
・
11
月　

ペ
タ
ン
ク
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
60
人

会
員
の
親
睦
・
連
携
強
化
活
動

　

６
月　

柳
井
市
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
大
会
…
…
…
…
…
２５０
人

★所在地
柳井市古市3781

★会員数
1217人

★単位クラブ
37クラブ

★老連設立(発足）年月日
昭和38年４月１日

★高齢化率　3７．４２％

★会長　折中　光雄

柳井市
老人クラブ連合会

シリーズ

料理教室

研修旅行

しめ縄づくり

スポーツ大会

　

社�

会
貢
献
…
御
宮
の
清
掃
、社
会
奉
仕
の
日
の
ゴ
ミ
拾
い
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
盆
お
ど
り
等
地
域
ま
つ
り
へ
の
協

力

今
後
の
課
題
は

　

全
国
的
に
も
高
齢
化
率
が
進
ん
で
お
り
、
当
市
に
お
い
て

も
37
・
42
％
と
高
く
約
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況

で
す
。
市
老
連
も
平
成
29
年
度
に
会
員
の
減
少
率
が
止
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
勧
誘
に
お
い
て
、
60

歳
か
ら
70
歳
の
若
手
の
方
の
ク
ラ
ブ
へ
の
関
心
が
薄
く
、
ま

た
、
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
も
あ
り
苦
労
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
会
員
の
増
強
の
た
め
に
は
粘
り
強
く
勧
誘
す

る
ほ
か
道
は
な
く
、
市
老
連
と
し
て
も
協
力
し
下
支
え
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
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岩
国
市
玖
珂
支
部
に
は
９
単
位
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
の
城
山
ク
ラ
ブ
は
（
会
長
：
山
本
茂

雄
）
会
員
57
人
（
男
性
13
人　

女
性
44
人
）
で
瀬
田
下

地
区
、
瀬
田
上
地
区
、
大
田
・
台
橋
地
区
の
３
地
区
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
大
田
福
寿
会
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
は
城
山
ク
ラ
ブ
の
中
の
大
田
地
区
の
会
員
22
人

（
男
性
６
人　

女
性
16
人
）
で
、
山
本
会
長
が
定
年
退

職
後
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
民
生
委
員
を
し
て
い

た
田
村
体
育
委
員
と
一
緒
に
高
齢
者
が
健
康
で
幸
せ
な

長
寿
を
迎
え
る
た
め
に
、
会
員
相
互
が
、
話
し
合
い
、

助
け
合
っ
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
は
年
４
回
で
す
が
、
健
康
維
持
活
動
で
行
っ

て
い
る
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
毎
週
水
曜
日
と
土

曜
日
、
太
極
拳
は
毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
の
会
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
を
毎
月
第
１
、

第
３
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
常
に
５
〜
10
人
の

参
加
者
が
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
、病
院
に
行
く
人
た
ち
の
こ
と
も
考
え
て
、

日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、健
康
に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
い
た
り
、

認
知
症
予
防
の
体
操
を
し
た
り
、
時
に
は
腹
話
術
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

お
昼
は
参
加
者
全
員
で
会
食
を
し
て
、
午
後
は
、
皆

で
参
加
す
る
は
ず
れ
な
し
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、輪
投
げ
、

ス
カ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
等
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
９

月
に
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
苦

手
な
人
で
も
参
加
で
き
る
、
輪
投
げ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

導
入
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
楽
し
む
た
め
に
只
今

岩国市玖珂支部 城山クラブ内
「大田福寿会いきいきサロン」

（大田地区高齢者の会）

●活動開始年月／平成22年４月
●参加場所／�大田コミュニティセンター
●参加費／300円
●サロン参加数／22人
●サロン活動数／年４回
●活動時間／�午前10時から午後２

時まで
●代表者／山本茂雄

輪投げ特訓中

腹話術

認知症予防講座

サロン紹介

特
訓
中
で
す
。

　

サ
ロ
ン
開
始
前
に
は
、
会
長
か
ら
災
害
に
つ
い
て
の

心
得
、
詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
と
の
お
話
が
あ
り
、

情
報
提
供
、
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
近
所
で
も
、
普
段
な
か
な
か
会
え
な
い
け
ど
、
こ

こ
に
来
る
と
皆
さ
ん
に
会
え
て
楽
し
く
、
元
気
を
も
ら

え
る
」
と
の
こ
と
…
会
員
の
自
主
性
に
任
せ
て
お
り
、

楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
た
ら
自
由
に
解
散
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
ご
案
内
は
会
長
が
作
成
し
、
大
田
地
区
の

高
齢
者
に
配
布
し
、
会
員
、
非
会
員
に
関
わ
ら
ず
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
協
力
者
の

育
成
で
す
。

　

担
い
手
を
作
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一
般
財
団
法
人 

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

事
業
計
画
概
要

�

〜
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

重
点
事
業

１�　
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
促
進

　

５
か
年
計
画
の
最
終
を
迎
え
る「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
つ
い
て
、
会
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
魅
力
を
地
域
に
積
極
的
に

発
信
す
る
。

　
⑴　
重
点
目
標
の
推
進

　
　

ア�　

解
散
ク
ラ
ブ
防
止
に
向
け
て
、組
織
内
連
携
の
強
化
を
図
る
。

　
　

イ�　

未
結
成
地
域
へ
の
新
規
ク
ラ
ブ
創
設
、
休
会
ク
ラ
ブ
の

復
活
（
再
開
）
へ
の
取
組

　
　

ウ�　

単
位
ク
ラ
ブ
で
の
２
人
以
上
の
会
員
増
に
向
け
た
会
員

全
体
で
の
加
入
声
か
け
運
動
の
推
進

　
⑵　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
展
開

２�　
シ
ニ
ア
活
躍
！
地
域
支
援
担
い
手
育
成
事
業
の
実
施
【
県
委

託
事
業
】
及
び
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
推
進

　

こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
き
た
友
愛
活
動
や
健
康

づ
く
り
の
経
験
を
活
か
し
て
、
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
に
向

け
た
担
い
手
の
育
成
と
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
よ
る
生
活
支
援
、

介
護
予
防
活
動
の
実
践
強
化
を
図
る
。

　
⑴　
地
域
支
援
事
業
専
門
推
進
員
〔
県
老
連
〕
の
配
置

　
⑵　
実
践
モ
デ
ル
地
区
（
３
地
区
）
の
指
定

　
　

ア　

実
践
モ
デ
ル
地
区
で
の
担
い
手
育
成

　
　

イ　

生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
取
組
実
践

　
⑶　
先
進
地
事
例
の
視
察

　
⑷　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
（
県
内
３
地
区
）
の
開
催

　
⑸　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
（
県
内
全
19
市
町
）

　
⑹　
実
践
活
動
報
告
会
の
開
催

　
⑺　
実
践
活
動
報
告
書
の
作
成

新
３�　
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
【
共
同
募

金
事
業
】

　

定
年
前
の
勤
労
者
に
対
し
て
地
域
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
設
置
し
た
「
高
齢
者
の
地
域
支
援
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
委
員
会
」
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
、
研
修
を
実
施
す
る
。

　
⑴　
調
査
研
究
委
員
会
の
開
催

　
⑵　
地
域
支
援
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査
の
分
析

　
⑶　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
見
直
し

　
⑷�　

生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
（
県
内
全

19
市
町
）

新
４　
各
市
町
老
連
女
性
委
員
会
の
活
性
化

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
市
町
老
連

女
性
委
員
会
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
地
域
の
高
齢

者
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
を
図
る
。

　
⑴�　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
輪
を
広
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催

　
⑵　
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及
啓
発

　
⑶　
マ
ス
コ
ッ
ト
作
成
に
係
る
レ
シ
ピ
冊
子
の
作
成

５　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若
手
委
員
会
の
組
織
化

　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
発
掘
、

養
成
す
る
と
と
も
に
、
若
手
な
ら
で
は
の
活
動
を
検
討
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
り
一
層
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
発
信
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
県
老
連
若
手
委
員
会
を
組
織
化
す
る
。

　

⑴　

県
老
連
若
手
委
員
会
の
設
置
に
向
け
た
取
組

　

⑵　

市
町
老
連
の
若
手
委
員
会
設
置
へ
の
支
援

主
要
事
業

１　
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
間
の
連
携
強
化
に
関
す
る
事
業

２　
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
に
関
す
る
事
業

３　
友
愛
活
動
の
推
進
に
関
す
る
事
業

４�　
地
域
貢
献
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

事
業

５　
生
き
が
い
づ
く
り
、
世
代
間
交
流
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　

⑴�　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）

文
化
活
動
交
流
会
in
萩
の
開
催

�

平
成
30
年
10
月
20
日
㈯　

萩
市
：
萩
市
民
館

６　
調
査
研
究
、
広
報
、
普
及
啓
発
に
関
す
る
事
業

７　
政
策
提
言
・
要
望
活
動
に
関
す
る
事
業

　

⑴　

第
68
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
部
会
報
告

　

⑵　

自
由
民
主
党
山
口
県
支
部
連
合
会
政
策
聴
聞
会

　

⑶　

山
口
県
知
事
要
望

新
⑷　

山
口
県
市
長
会
・
町
村
会
要
望

　

⑸　

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
た
緊
急
要
望
等
の
実
施

平成
30年度
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一般財団法人山口県老人クラブ連合会　平成30年度 収支予算書
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

� （単位：円）
勘定科目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　　要

Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事業活動収入
　　⑴　基本財産運用収入 17 61 △44
　　　　　基本財産利息収入 17 61 △44
　　⑵　特定資産運用収入 1,115,000 1,084,000 31,000
　　　　　特定資産利息収入 1,115,000 1,084,000 31,000 シルバー基金利子収入
　　⑶　参加費収入 50,000 50,000 0
　　　　　参加費収入 50,000 50,000 0 研修会等参加費
　　⑷　会費収入 5,291,200 5,520,300 △229,100
　　　　　会費収入 5,291,200 5,520,300 △229,100 100円×52,912人
　　⑸　事業収入 180,000 200,000 △20,000
　　　　　事業収入 180,000 200,000 △20,000 傷害保険広告料、図書等斡旋手数料等
　　⑹　助成金収入 15,000 15,000 0
　　　　　会員章拠金収入 15,000 15,000 0
　　⑺　補助金等収入 14,967,000 15,406,000 △439,000
　　　　　事業運営費補助金収入 1,166,000 878,000 288,000
　　　　　活動推進員設置補助金収入 3,902,000 4,068,000 △166,000
　　　　　高齢者相互支援推進啓発補助金収入 0 80,000 △80,000
　　　　　文化活動交流会開催事業補助金収入 1,062,000 1,461,000 △399,000
　　　　　シニア社会貢献活動推進事業補助金収入 453,000 535,000 △82,000
　　　　　地域支援担い手育成事業受託金収入 8,384,000 8,384,000 0
　　⑻　共同募金配分金収入 1,120,000 1,200,000 △80,000
　　　　　共同募金配分金収入 1,120,000 1,200,000 △80,000
　　⑼　寄附金収入 1,000 1,000 0
　　　　　寄附金収入 1,000 1,000 0
　　⑽　雑収入 1,380 1,380 0
　　　　　受取利息収入 380 380 0
　　　　　雑収入 1,000 1,000 0
　　事業活動収入計 22,740,597 23,477,741 △737,144
　２　事業活動支出
　　⑴　事業費支出 18,708,424 18,930,306 △221,882
　　　　　賃金 474,480 474,480 0
　　　　　会議費支出 98,350 108,600 △10,250
　　　　　旅費交通費支出 2,702,340 2,145,540 556,800
　　　　　委員等報酬支出 110,400 110,400 0
　　　　　通信運搬費支出 377,636 441,650 △64,014
　　　　　消耗品費支出 170,166 174,712 △4,546
　　　　　印刷製本費支出 1,441,165 1,704,891 △263,726
　　　　　賃借料支出 620,430 786,050 △165,620
　　　　　保険料支出 30,000 30,000 0
　　　　　諸謝金支出 865,800 985,800 △120,000
　　　　　負担金支出 9,491,085 9,519,491 △28,406
　　　　　助成金支出 1,450,000 1,500,000 △50,000
　　　　　業務委託費支出 561,500 631,500 △70,000
　　　　　手数料支出 13,392 14,472 △1,080
　　　　　広告宣伝費支出 40,000 38,880 1,120
　　　　　租税公課支出 10,000 10,000 0
　　　　　表彰弔慰費支出 226,840 226,840 0
　　　　　雑支出 24,840 27,000 △2,160
　　⑵　管理費支出（法人支出） 3,825,994 3,825,994 0
　　　　　会議費支出 13,650 13,650 0
　　　　　旅費交通費支出 304,000 304,000 0
　　　　　通信運搬費支出 35,424 35,424 0
　　　　　消耗品費支出 50,000 50,000 0
　　　　　印刷製本費支出 116,160 116,160 0
　　　　　賃借料支出 215,800 215,800 0
　　　　　諸謝金支出 0 0 0
　　　　　租税公課支出 129,600 129,600 0
　　　　　負担金支出 2,851,200 2,851,200 0
　　　　　業務委託費支出 103,680 103,680
　　　　　手数料支出 6,480 6,480 0
　　　　　雑支出 0 0 0
　　事業活動支出計 22,534,418 22,756,300 △221,882
　　事業活動収支差額 206,179 721,441 △515,262
Ⅱ　投資活動収支の部 0 0
　１　投資活動収入 0 0
　　投資活動収入計 0 0
　２　投資活動支出 0 0
　　投資活動支出計 0 0
　　投資活動収支差額 0 0
Ⅲ　財務活動収支の部 0 0
　１　財務活動収入 0 0
　　財務活動収入計 0 0
　２　財務活動支出 0 0
　　財務活動支出計 0 0
　財務活動収支差額 0 0
Ⅳ　予備費支出 0 0
　当期収支差額 206,179 721,441 △515,262
　前期繰越収支差額 1,182,624 0 1,182,624
　次期繰越収支差額 1,388,803 721,441 667,362
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きららシニア山口「憩いの家」指定施設
施　　設　　名 料金（単位:円） 備　　　考

（サービス料・税等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒753−0056
山口市湯田温泉４−５−2
電話 083−922−7000　FAX 083−922−7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 湯田
〒753−0064
山口市神田町１−42
電話 083−922−5226　FAX 083−922−5227

個人 500 500
引き

税込
送迎…15人以上は無料
ゴールデンウィーク、盆、年末年始等は除外

「かんぽの宿利用提携カード」の提示をお願いします。

かんぽの宿 光
〒743−0005
光市室積東ノ庄31−１
電話 0833−78−1515　FAX 0833−79−1279

個人 400 500
引き

税込
日帰り宴会…500円引き

《3,800円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き

「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の「協
定施設利用提携カード」の提示をお願いします。（「協
定施設利用提携カード」１枚で同伴者全員可能です。）

きのえ温泉ホテル清風館
〒725−0402
広島県豊田郡大崎上島町沖浦1900
電話 0846−62−0555　FAX 0846−62−1070

個人 − 10,000
税別、入湯税150円別
休前日は、2,000円アップになります。
送迎…15人以上は無料 島内（明石・垂水・白水・天
満港の往復）
正月・ゴールデンウィーク・盆は除外
申込み時に、老人クラブ会員であることを伝えてく
ださい。

団体 − 9,000
（15人以上）

長崎ブルースカイホテル
〒852−8007
長崎市江の浦町18−１
電話 095−861−6411　FAX 095−861−2531

個人 − 7,000
サービス料・税込
送迎…８人以上は無料

《長崎駅⇔ホテル》
送迎付プラン有
11〜14人　16,500円 ］山口まで送迎付き15〜21人　15,000円　
各種特典付きについては、お問い合わせください。

団体 − 6,480
（８人以上）

※料金の区分「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※「憩いの家」指定料金は、一般客の利用料金より割引になっています。
※�県老連と全国のかんぽの宿で利用提携を結んでいます。「かんぽの宿利用提携カード」を提示すれば、同伴者３人様まで１泊２食以上の宿泊プラン料金

から500円（税込）を割引いたします。（割引除外日及び割引対象外の宿泊プランがありますので気をつけてください。）

臨済宗天龍寺派
大本山天龍寺 別格地「永

よ う こ う じ

興寺」にお越しください
◆創建の由来
錦帯橋河畔の紅葉谷公園入口にある永興寺（よう
こうじ）は、鎌倉末期禅の高僧仏国国師を開山に、
大内弘幸によって創建されまし
た。弘幸の子・弘世は、父の菩
提を弔うため七堂伽藍を整備し、
寺領も大きく広げていきました。
同時に幕府より官寺として認め
られるなど、格式の高い寺とし
て知られるようになります。

◆境内には永代供養堂もございます
少子化、核家族化が進む今、家という概念から個人を尊重する世の中に変わり、先祖代々
の墓地を維持するのが困難になっています。子どもに負担をかけたくないなど、様々な
理由で合祀墓などを選ぶ方も増えており、その選択肢のひとつとして、寺が子孫に代わっ
て永遠に御位牌をお祀りし供養するのが、永興寺の永代供養御位牌堂です。永代供養を
お考えの方はお気軽にご見学ください。

【供養内容】　●毎日読経　●春・秋彼岸供養　●年回供養
　　　　　　●お盆施餓鬼法要　●命日供養（毎月）
・永代供養料：30万円〜150万円　・管理費は一切かかりません
・宗派は問いません　　・いつでもお参りいただけます

☎0827-35-5282

◆名勝　枯山水庭園（岩国市指定文化財）
永興寺の裏庭には、室町時代に夢窓国師が作ったとされる枯山水
庭園があります。後醍醐天皇、足利尊氏の帰依により、京都に天
龍寺を開いた夢窓国師は、全国に名庭園を作った禅庭の創始者と

しても知られています。自然
の岩肌を枯れ滝に見立て、鯉
の滝登りを表現した石組みなど、
巧みな作庭技術が随所に見ら
れ、現在では岩国市指定文化
財（名勝）となっています。

霊光殿（永代供養御位碑堂）
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